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「平成 31 年度以降に係る防衛計画の大綱につい

て」において、今後の防衛力強化の一環として、「総

合ミサイル防空能力」いわゆる IAMD 能力の強化

が打ち出され、多様化・複雑化する経空脅威に対し、

各自衛隊を一体的に運用する体制を確立すること

が示された。令和 2 年版防衛白書によれば、「我が

国の弾道ミサイル防衛（BMD）は、イージス艦に

よる上層での迎撃とペトリオット PAC-3 による下

層での迎撃を、自動警戒管制システム（JADGE）

により連携させて効果的に行う多層防衛を基本と

している」と現在の BMD 体制を説明し、総合ミサ

イル防空については、「ミサイル防衛にかかる各種

装備品に加え、従来、各自衛隊で個別に運用してき

た防空のための各種装備品も併せ、一体的に運用す

る体制」とし、各種レーダー、AWACS、戦闘機、

イージス艦、PAC-3、中 SAM 等、あらゆる対空・

防空アセットを JADGE による一元的な指揮統制

により一体的に運用するとしている。 

 先般、イージス・アショアの配備計画停止が発

表され、現在、政府として、今後のミサイル防衛体

制のあり方を検討しているところではあるが、

IAMD 能力強化の方針に変化はないものと考える。

そこで、本稿ではミサイル防衛体制のあり方として

参考になると思われるNATOの IAMDへの取り組

み状況について概観し、防衛省・自衛隊への含意に

ついて述べてみたい。 

 

 

 

 

IAMD は、従来からの敵航空機を主目標とし統合

防空（Integrated Air Defence: IAD）に、新たに出

現した各種ミサイルを主目標とした MD を統合し

て一体的に運用しようとするものである。それを現

在 NATO で は 、 NATO IAMD シ ス テ ム

（NATINAMDS）と呼び、IAMD 強化に取り組ん

でいる。歴史的に見てみたい。そもそも NATO 

IAMD は、NATO IAD 構想の進化であり、元々の

構想は、NATO 欧州最高司令官（Supreme Allied 

Commander Europe: SACEUR）の指揮統制の下、

NATO IAD システム（NATINADS）の使用を通じ

て、1961 年より実施された。冷戦間、NATINADS

は、有人機という明確な脅威に対して帯状に防空ア

セットを配置した大規模な固定的システムであっ

た1。しかしながら、冷戦以降、さらに脅威が多様化

し各種ミサイルが出現した。これを受け、2000 年

代初期から NATO で行われた領域ミサイル防衛

（territorial missile defence: TMD）の研究は、作

戦時に展開した部隊を防護するための限定的なも

のとして検討が進められた。2006 年以降、各国が

独自に有する TMD をつなぐものとして構想され

たのが積極多層戦域弾道ミサイル防衛（Active 

Layered Theatre Ballistic Missile Defence: 

ALTBMD）であり、2010 年に運用開始した。その

目的は、3,000km もの距離のある弾道ミサイルと

巡航ミサイルのような二重の脅威に対して戦域内

の部隊を防護する多層防空網の構築である。しかし

ながら ALTBMD もあくまでも展開部隊の防護を

目的としたものであり2、限定的なものであった。
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2009 年、米国が欧州段階的適応アプローチ

（European Phased Adaptive Approach: EPAA）

を提案し、政策が劇的に変わった。これは、イラン

からの NATO 欧州に対する脅威に対抗するための

もので、限定的な ALTBMD から欧州全体の国民・

領土を防護する広域 MD に向けて段階的に進める

としたのである。これにより、ALTBMD の上層に

おいて、米軍・NATO・EU とのシナジー効果が期

待できる欧州ミサイル防衛に関する協力が新たに

スタートした3。EPAA は 3 段階からなり、フェー

ズ 1、2 は、多任務 BMD 対応イージス艦のスペイ

ンのロタ（Rota）への配置、前方配置型 AN/TPY-

2 レーダー（いわゆる、X バンドレーダー）のトル

コへの配置、SM-3 ブロック IB 迎撃ミサイル搭載

のイージス・アショアのルーマニアへの運用展開で

あり、既に完了している。現在は、ポーランドへの

イージス・アショア配置が特徴のフェーズ 3 の完了

に向けて進行中である4。フェーズ 3 の完了は準備

が予定よりは遅れているが、ポーランドへのイージ

ス・アショア配置を 2022 年には達成し、完了させ

たいとしている5。 

 

 

NATO の教範である同盟統合出版物（Allied  

Joint Publication: AJP）において、明確に脅威を

規定している記述はないが、NATO 同盟国でもあ

る米軍が統合出版物 JP3-01 において脅威の種類

を規定している。それによれば、有人・無人航空

機、各種ミサイル、弾道ミサイル、砲迫、さらに

敵能力としてサイバー・電磁波領域、宇宙などを

挙げており6、経空脅威のみならず、新領域の能力

と一体化した脅威にも対応しなければならないこ

とが求められていると言えよう。 

また、対象国としては米国防総省が発出した

『2019 ミサイル防衛レビュー（2019 Missile 

Defense Review: 2019MDR）』において、同盟国

にとっての脅威として、北朝鮮、イラン、ロシア 

中国を挙げており、この中で NATO にとっての伝

統的な脅威であるロシアと南欧州に対する脅威で

あるイランについて述べる。 

ロシアは、戦略攻撃ミサイル部隊の増強・近代

化のみならず、ますます先進的・多様化した射程

の核能力のある局地攻撃ミサイル・システムの配

備を進めている。攻撃ミサイル近代化計画は、伝

統的な弾道ミサイルを超越し順調に進展しており 

予測できない高度・速度・推進タイプ・射程を伴

うミサイルを含んでいる。地域内危機または紛争

における米国および同盟国の意志・能力を打ち負

かそうとする接近阻止／領域拒否（anti-access 

/area-denial: A2/AD）戦略を支える、新世代の局

地的弾道・巡航ミサイルを開発している。実際に

ロシアは 2015 年以来、繰り返しシリアに対する

長射程精密攻撃により先進巡航ミサイルのデモン

ストレーションをしてきた。また米国によれば、

中距離核戦力（Intermediate-range Nuclear 

Forces: INF）全廃条約に違反して、地上発射型中

距離巡航ミサイル SSC-8 を配備してきた。この高

い効果のある地上攻撃巡航ミサイル（land attack 

cruise missile: LACM）はレーダー視界より低高

度で飛翔し、米軍の局地作戦や抑止目標の潜在的

脅威となっている。LACM の多くは亜音速で飛翔

するが、将来的に一部は超音速に達する可能性が

高い7。 

イランは、展開している米軍、同盟国、パート

ナー国の脅威となるミサイルの配備を加速してい

る。精密性・距離・破壊力を向上したより高性能

なミサイル開発を継続している。次世代短・中距

離弾道ミサイル（Short-Range Ballistic Missile: 

SRBM･Medium-Range Ballistic Missile: 

MRBM）を装備する部隊を増やしており、ファテ

フ-110 級 SRBM、サハブ-3 MRBM を含む高性

能な短中距離弾道ミサイル・システムを配備して

いる。2015 年後半、新型精密誘導 MRBM エマド

の試験射撃に成功したと発表した。イランの中距

離システムは東ヨーロッパから南アジアの脅威と

なる。ペルシャ湾やホルムズ海峡での米及び同盟

想定脅威 
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国海軍の脅威となるファテフ-110 弾道ミサイルの

対艦任務での飛行試験も実施してきた8。また、地

域の米国、同盟国、パートナー国の国益を目標と

し得る LACM ソウマーを保有している。ソウマー

は射程 2000km とイランは主張している。航空機

や艦艇からも発射できるモードの開発をしている

可能性もある9。 

 

 

これらの脅威から NATO として具体的にどのよ

うに対応しようとしているのか見ていきたい。現在、

NATO IAMD の枠組み内としては、2 つの平時任

務がある。すなわち、NATO 空域警備（air policing: 

AP）及び NATO BMD である。NATO AP は、同

盟国空域の保全を維持する集団的任務であり、迎撃

戦闘機の継続的なプレゼンス、つまり 24 時間 365

日、領空侵犯に迅速に対応する態勢を整えている。

NATO BMD は、欧州大西洋の外側からの弾道ミサ

イルの拡散によって増大する脅威に対して、NATO

欧州内の国民・領域・部隊を防衛する。危機時には、

NATO IAMD は、敵対的行動に対抗するため、侵

略を思い止まらせ、同盟の決意と即応性を示すこと

に貢献する。NATOの危機対応上、不可欠のもので

ある。 

また、危機時・有事の NATO IAMD 任務は、戦

域の特質により異なるが、①防空、②BMD、③巡

航ミサイル防衛（cruise missile defence: CMD）、

④対ロケット・砲迫（counter rocket, artillery, and 

mortar：CRAM ）、⑤遠隔操縦航空システム

（remotely piloted airborne systems）に対する防

衛、の 5 つの特定の小任務に分けられる10。 

統合航空作戦における指揮統制は、平時任務にお

いては、SACEUR 隷下の同盟航空軍司令官

（ Commander Allied Air Command: COM 

AIRCOM）が実施し、危機・紛争時においては、

SACEUR に よ り 統 合 航 空 構 成 軍 司 令 官

（Commander Joint Force Air Component: COM 

JFAC）が指名され実施する。また IAMD に関して

は、統合部隊・防空ミサイル防衛司令官（通常は

COM JFAC が兼務）が指名され、陸海空の防空ア

セットを一元的に指揮統制する。さらに BMD につ

いては、AIRCOM 隷下の BMD 作戦センター

（BMDOC）があり、平時から NATO BMD 部隊の

管理・統制を実施する11。統合部隊・防空ミサイル

防衛司令官と BMDOC との関係については、「密接

に連携する」となっているが、統合部隊・防空ミサ

イル防衛司令官は、「統合部隊に与えられた戦域内

の BMD（つまり TBMD）に関しては統制する」と

なっており、危機・紛争時には実質的に統合部隊・

防空ミサイル防衛司令官が一元的に指揮統制する

ものと考えられる。このように組織面では、既に

IAMD 体制を統合の形で確立している。 

さらに、それを補完する指揮統制システムとして

NATO 航空指揮統制システム（Air Command and 

Control System: ACCS）を整備して、欧州大西洋地

域内外での NATO 航空作戦を管理する、単一の統

合防空指揮統制システムを提供する体制を確立す

る12。ACCS は 2020 年までに完全な形で運用した

いとしており、すべてが運用されれば、1000 万 km²

の空域をカバーし、20 以上の航空統制センターを

つなげられる13、ということである。 

センサーとしては、改良型早期警戒レーダー

（Upgraded Early Warning Radar: UEWR）、

AN/TPY-2 レーダーを英国、グリーンランド、トル

コに配置するとともに、各防空システム自身のセン

サーをもって相互に補完する。シューターとしては、

イージス艦、イージス・アショア、ペトリオットの

他、各国で開発した SAMP/T 防空ミサイル防衛シ

ステム14、イージス欧州版の艦隊防空システム

（Principal Anti-Air Missile System: PAAMS）を

各国に配置している15。 

また、IAMD に係る総合的研究等を担任する組織 

として、NATO IAMD センター（Centre of  

Excellence: COE）を 2016 年より構想し、2019 年 

9 月より運用を開始した16。これにより NATO とし 

て本格的に IAMD に取り組む体制が確立された。 

 

 

NATO IAMD の体制 
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装備面・教義面では前述したとおり、IAMD の体

制確立に向けて着々と進展させている。さらに、そ

の実効性を高めるために NATO は様々な訓練・演

習に取り組んでいる。ここでは、「ニンブル・タイ

タン（Nimble Titan）」演習及び「フォーミダブル・

シールド（Formidable Shield）」演習を紹介する。 

「ニンブル・タイタン」は、米戦略軍主催の事業

であり、統一軍計画（Unified Command Plan）に

おいて概要が示されている、グローバルなミサイル

防衛計画の調和と作戦支援を提供する責任を有す

る米戦略軍構成部隊である IMD 担当統合機能別構

成部隊（Joint Functional Component Command 

for Integrated Missile Defense: JFCC IMD）に

よって実施している17。約 2 年を 1 周期として実施

される机上演習その他一連の会合であり、世界中か

らの国・組織が参加している。参加規模は 2008 年

の 8 か国から、2012 年 15 か国、2016 年には 26

か国と拡大してきた。「ニンブル・タイタン」は、

局地・グローバルな挑戦課題に焦点を当てた実験と

いう 2 年間のグローバルな IAMD キャンペーンの

中核である。多くの参加国が、目的、構想、データ

収集、分析をともに具体化する。10 年後の将来架

空の国からの疑似経空・ミサイル脅威を含むウ

オー・ゲーム・シナリオに対する政策的・軍事的対

応計画を訓練する18。現在は「ニンブル・タイタン

20」を実施中であり、2019 年 3 月 31 日～4 月 5 日

のフロリダ州オーランドにおける演習には、18 か

国、4 国際機関が参加した19。 

 「フォーミダブル・シールド」は、海軍を主体と

した演習であり、2010 年 NATO の弾道ミサイルの

脅威から欧州メンバー国を防衛する能力を高める

決定を受けて始まった20。「フォーミダブル・シー

ルド2019」は、実弾射撃を伴う IAMD演習であり、

スコットランド西岸沖島々にあるヘブリディーズ

海域（Hebrides Range）において、2019 年 5 月実

施された。演習には、ベルギー、カナダ、デンマー

ク、フランス、ドイツ、イタリア、オランダ、ノル

ウェー、ポーランド、スペイン、英国、米国から、

13 隻の艦艇、10 機の航空機、約 3,300 名の人員が

参加した。ドイツのラムシュタインにある NATO

航空構成軍（Air Command）の BMDOC が交戦の

指揮・統制を実施し、偵察機及び NATO AWACS

監視機は、航空監視を実施して空域がクリアである

ことを確実にする21。演習は、一連の対艦ミサイル

（亜音速・超音速ミサイル）及び弾道ミサイルに対

して、NATO 指揮統制手順を使用して同盟国の艦

艇が発見、追随し、防衛できるかを確認する。訓練

には、共通戦闘状況の共有、統合計画の作成及び交

戦調整が含まれる22。 

 

 

NATO は、冷戦時にソ連の脅威に晒されていた

経緯から防空体制は従来から NATINADS として

構築されており、イランの脅威増大に伴うEPAAの

推進による NATO 全域における計画的なアセット

の配備、及び統合指揮統制を可能とする ACCS の

整備により、NATINAMDS として概ね整備されて

いる。また EPAA フェーズ 3 の完了が達成され、

ACCS の完全運用がなされれば、2022 年には

IAMD 体制の一応の完成になるものと思われる。 

 また IAMD の研究開発・教育訓練の組織として、

IAMD COE を 2016 年より構想し、2019 年 9 月に

は運用開始していることは NATO としての危機意

識の表れであり、今後の更なる IAMD 体制の強化

につながるのは間違いない。 

 NATO の脅威認識としては、イラン、ロシアが保

有する弾道ミサイルが第一であり、次いで各種巡航

ミサイル、無人機を含む航空機であり、IAMD の体

制も主体は BMD である。従って、EPAA の推進に

よる BMD 体制の推進と、ACCS の整備による

AMD 及び C2 体制の推進の両輪により、IAMD 体

制を整備している。 

 また我が国との比較で言うと、NATO の脅威認

識は、周辺国の脅威に晒されている日本の状況と非

常に似ているものがあると思料する。従ってNATO

の脅威認識に基づく IAMD 推進の状況は非常に参

考になるのではないかと思う。日本としても日米共

我が国への IAMDに係る施策への含意 

IAMDの実効性を高める努力 
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同で BMD 体制は整備されており、それを NATO

と同様に拡充して IAMD 体制を推進していくこと

は有効であろう。以下、具体的に述べる。 

（１） IAMD 指揮系統の整備 

 冒頭述べたように、NATOとしての指揮系統は、

ほぼ整備されており、日本としても参考となる。一

方で日本は、BMD、あるいは航空機を主対象とす

る海空の体制は整備されているものの、陸自を含め

た統合組織としての防空体制は必ずしも明確でな

い。IAMD には脅威対象として BM、航空機のみな

らず、CM、UAV など多様な脅威に対応する体制で

あることから、指揮系統を明確にする必要がある。 

（２） 統合 C2 体制の整備 

 ACCS は、現在整備途上ではあるが、2020 年ま

でには完全運用され、防空体制は強化される。

ACCS は空軍のための Air C2 をメインとした C2

システムであるが、各種センサー、地上防空火器、

イージス艦などの海上アセットとも連接して統合

防空指揮統制を可能としている。このような陸海空

の防空アセットを一元的に指揮統制することが統

合ミサイル防空には不可欠なことは自明である。現

状、我が国では JADGE がその役割を担うことにな

ろうが、陸海空ごとに C2 体制を整備しているのが

基本である。従って統合を基本とした C2 体制を整

備し、一元的な指揮統制を可能にするようにしてい

く必要がある。 

（３） IAMD センターの整備 

 NATO は、2019 年 9 月より IAMD COE を運用

開始している。これにより IAMD 体制の一層の強

1 NATO, “NATO Integrated Air and Missile Defence,”  
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